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２－④（第二部会） 

 

主体的な学びを促す指導法による生徒の授業に対する意識の変化について 

－プレゼンテーションソフトとふりかえりシートを活用して－ 

 

   さいたま市立浦和南高等学校 太田 敏之 

 

＜要旨＞ 

大学新入試や新学習指導要領実施に向けて,解法を説明する力,解答を書き上げる力の必要性が高まって

いる．そこでプレゼンテーションソフトを利用し,ふりかえりシートを活用した主体的な学びを促す指導法を

実施して，生徒の数学の授業に対する意識の変化について調査し考察する． 

                       

１．はじめに 

数年前から準備が容易で，かつ短時間で頻繁に行うこ

とができるアクティブラーニングを実践している．また

昨年度からプレゼンテーションソフトとふりかえりシ

ートを活用した主体的な学びを促す指導法を実施して

いる．そこで,今年度はそれらの効果について引き続き

考察し,さらに生徒の数学の授業に対する意識の変化に

ついて調査し考察する． 

 

２．主体的な学びを促す指導法 

(1) アクティブラーニング 

生徒に考えさせたい概念について,相談活動や説明活

動を行い,主体的で深い学びができるようにする． 

まず主体的な学びを活発化させるために,生徒をラン

ダムに指名することにしている．指名される生徒があら

かじめわかってしまうと,その生徒以外は主体的な学び

をしなくなる可能性があるからである．ランダムに指名

する方法はいろいろあるが,単語帳に生徒の名前を書い

てもらい指名するときに引いたり,３０面体サイコロを

使ったりと工夫している． 

授業の展開は,まず生徒に指名する前に答えさせる質

問を最初に言い,最初に一人で考えさせてから,情報集

めタイム（相談タイム）を設定し，その時間は立ち歩い

て相談したい人と相談してもよいこととし,そこで相談

したり,わかっている生徒に聞きに行って説明してもら

ったりする．そして,なるべく全員がわかった状態で一

人に指名して答えさせる．「わかりません」という解答

は許さないことで,生徒積極的に情報集めをするように

なる．また,わからない生徒がわかっている生徒に質問

しやすいように,説明することで理解が深まるというこ

とを言って,説明する側のメリットを意識づけさせるよ

うにしている． 

 

主体的な学びを短時間で頻繁に行うために,情報集め

タイムのかわりに隣の人と相談するだけにしたり, 間

をとって自分で考えるだけにしたりしてもよい． 

問題演習のときも, 最初は一人で考えて問題を解か

せてから,後半は答え合わせや質問・説明・相談時間と

して, 立ち歩いてもよいこととする．記述式の問題や証

明等は,解答を他の人に積極的に見てもらうことで, わ

かりやすい解答を書き上げる力がつくようになる．これ

らの活動によって,生徒のアクティブな活動が行われ,

主体的学びを促すことができる． 

(2) プレゼンテーションソフトの活用 

授業では,教科書会社が作成したパワーポイントのデ

ジタル板書を,生徒の実態にあわせて内容や展開方法,

アニメーションを追加,修正して使用する．プレゼンテ

ーションソフトを活用することにより,教科書にすでに

書かれている概念説明や例題を,教師が板書して生徒が

ノートをとるという時間を短縮することができるため

に,進度に余裕ができ,概念を考えたり,相談や説明をし

たりする時間がよりとれるようになる．教師のオリジナ

ルのスライドでノートに写させたい内容については写

す時間をとることもあるが,授業で使ったスライドは後

から classi で生徒に配信することで，生徒はノートに

写さず説明を聞いて理解することに集中でき,ノートを

とる時間を最小限に抑えることができる． 

(3) ふりかえりシートの活用 

プレゼンテーションソフトを活用した授業はスライ

ドが流れていくため,スライドの内容をそのままノート

にとりづらい．そこで生徒はただそれを眺めて聞いてい

るだけになってしまいがちで,理解が深まらない可能性

がある．しかし板書してノートをとる授業でも,生徒は

ノートに黒板に書いたことをただ何も考えずにうつす

だけになり,何も考えないこともある．そこでふりかえ

りシートを活用する． 
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ふりかえりシートを週の最初の授業で,１週間分配布

し,翌週の最初の授業で提出させる．ふりかえりシート

だけの提出だけではもったいないので,表の面は１週間

分の授業内容の簡単な週末課題とする．自宅での復習用

の演習や授業中の追加演習として効果的である． 

 授業では,生徒はふりかえりシートにその授業で学ん

だ大切なことを自分の言葉でまとめて提出するために, 

プレゼンテーションソフトを活用した授業を聞くとき

に,教師が話した内容やスライドの内容のうち大切なも

のだけをノートにメモし,後でふりかえりシートにまと

めるか,時間があれば授業内で直接ふりかえりシートに

まとめることとする．それによって，授業の要点を自分

で考えてまとめることができるようになり,理解が深ま

る．  

生徒が提出したふりかえりシートのうち,よくできて

いるものを次に紹介する．提出されたふりかえりシート

には,まだ教科書の要点や公式をまとめただけのものも

あるが,よいふりかえりシートを授業で紹介したり,よ

いまとめ方について話したりすることで,徐々にしっか

りと要点を自分の言葉でまとめられるようになった． 

＜生徒のふりかえりシートの例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今年度の授業実践と生徒の意識調査 

今年度担当している授業は 1 年次数学Ⅰと数学Ａの

１クラスずつと２年次数学Ｂ（理系）である．１年次は、

１学期は２クラス３展開の少人数授業で,２学期以降は

習熟度別に展開を変え,基礎クラスを担当する．２年次

のクラスには昨年も私が授業を担当した生徒がいて，す

でに意識変化が起きている生徒もいるため,初めて担当

する１年次２クラス（調査人数５２人）に,次のような

数学の授業に対する意識調査を行った．意識調査の項目

は大宮南高校の佐藤秀則先生(2020)の研究発表を参考

にさせていただいた． 

＜授業意識調査＞ 

あなた自身が授業で習ったことを身に付けるためには、

どんなことが大切だと思いますか。以下の項目から大切

だと思うものを 5つ選び、自分の中で大切だと優先順位

の高い順に１～５を項目の横に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識調査は，最初の授業で授業のやり方を説明する前と,

上で述べた主体的な学びを促す指導法で授業を行った

後の１学期最後の授業で行い，その結果を比較した． 

４月の授業実施前と７月の授業実施後の調査結果はそ

れぞれ以下の通りである． 

＜授業実施前＞      ＜授業実施後＞ 

  割合 得点率 増減  割合 得点率 

① 75% 2.69   ① 75% 2.79 

② 35% 0.67   ↘   ② 21% 0.73 

③ 19% 0.54   ↘  ③ 4% 0.10 

④ 8% 0.31   ④ 2% 0.02 

⑤ 38% 1.29   ↗  ⑤ 62% 2.02 

⑥ 12% 0.37   ⑥ 8% 0.21 

⑦ 33% 0.83   ↗  ⑦ 63% 1.67 

⑧ 29% 0.75   ⑧ 33% 0.90 

⑨ 73% 2.73   ↘  ⑨ 60% 2.02 

⑩ 13% 0.38   ↗  ⑩ 31% 0.62 

⑪ 73% 2.19   ↘  ⑪ 29% 0.65 

⑫ 12% 0.19   ⑫ 12% 0.23 

⑬ 21% 0.54   ↗  ⑬ 35% 0.85 

⑭ 58% 1.46   ⑭ 65% 2.13 

①先生の話をよく聞く  

②教科書をよく読む 

③黒板やスライドをノートにきちんと写す 

④なるべく先生の言ったことを漏らさずにノートに取る 

⑤先生の言ったことのうち大切だと思うことをノートに取る 

⑥授業中に見やすいノートを作る 

⑦自分が大切だと思うことを自分の言葉でまとめる 

⑧自分の考えを近くのクラスメイトに話したり相談したりする 

⑨自分で問題を解く 

⑩誰かと一緒に問題を解く 

⑪わからない問題を先生に質問する 

⑫わからない問題を答えをみて覚える 

⑬わからない問題をクラスメイトに質問する 

⑭クラスメイトがわからない問題を教えてあげる 
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割合は「１位から５位の回答人数÷調査人数」で算出，

得点率は１位から５位に５点から１点の得点をつけ，

「得点×人数÷調査人数」で算出した．割合が５０％を

超えている項目は太字にし，授業実施前に比べ授業実施

後の数値が１０ポイント以上増えている項目には↗ を

１０ポイント以上減っている項目には↘ を表示した．  

 

授業実施前と授業実施後の意識調査から，次のような

考察をした． 

(1)「①先生の話をよく聞く」「⑨自分で問題を解く」 

「⑭クラスメイトがわからない問題を教えてあげ    

る」の項目は,実施前も後も割合が大きい． 

 →①と⑨ の項目は数学を理解するうえでの大前提な

のだろうと考える．⑭の項目が実施前から高いのは,

本校の生徒は中学校の時に教えてあげることで理

解が深まった体験が多いのではないかと考える． 

(2) 授業実施前に比べて,割合が大きく上がっているの

は以下の項目である．「⑤先生の言ったことのうち

大切だと思うことをノートに取る」「⑦自分が大切

だと思うことを自分の言葉でまとめる」「⑩誰かと

一緒に問題を解く」「⑬わからない問題をクラスメ

イトに質問する」 

→⑤と⑦ はふりかえりシートの実践, ⑩と⑬は情報

集めタイム（相談タイム）の実践を生徒が役立って

いると感じている,ということを示すデータである

と考える． 

(3) 授業実施前に比べて,割合が大きく下がっているの

は以下の項目である．「②教科書をよく読む」「③

黒板やスライドをきちんと写す」「⑨自分で問題を

解く」「⑪わからない問題を先生に質問する」 

 →②と⑨は大切であると思うが,他の項目との優先順

位で下がっているのではないかと考える．③の項目

が下がっているのは, 「黒板やスライドをきちんと

写す」ことが大切なのではなく，「授業内容を理解

する」ことが大切だということがわかったのではな

いかと考える．また, ⑪の項目が下がっているのは, 

情報集めタイム（相談タイム）で,だいたいの問題

は生徒どうしで解決でき，どうしても生徒どうしで

は解決できない問題だけ先生に質問に行くという

形ができてきたからであると考える． 

 

 

 

 

 

４．生徒の自由記述アンケート結果 

意識調査と同時に書いてもらった,生徒の自由記述ア

ンケート（記名制）から内容を抜粋して紹介する． 

(1) ふりかえりシートについて 

・ ふりかえりシートに書く内容をノートにとる必要

があったので,授業内容をしっかりと理解すること

ができた． 

・ 自分でわかりやすくまとめることで記憶に残すこ

とができた． 

・ 自分の言葉でまとめるということをやって,一度理

解したことを紙にアウトプットすることをしてい

たので,その過程で力がついたなという風に思う． 

・ 自分の中で大事なことと,あまりそうではないこと

の判別が少し早くできるようになった． 

・ ふりかえりシートを書くために,その日やったこと

を復習するようになった． 

・ ふりかえりシートを書くために,教科書とノートを

よく読み直したおかげで,より深く理解できた． 

・ ふりかえりシートを後で見返すことで，ポイントを

確認できた． 

・ テスト前に見直して理解し直すことができた． 

(2) 情報集めタイム（相談タイム）について 

・ 教え合うとお互いの理解度が上がってよかった． 

・ 問題について深く考えることができた． 

・ 自分の考えを相手に伝える時間があってよかった． 

・ 説明力が身に付いたし,自分の考えに対して自信を

もつことができる有意義な時間だった． 

・ 指名されたときに,正解している自負があったので,

自信をもって発表できた． 

・ まわりの人と話し合う時間が何度もあったので,そ

こで考えを伝えあったり,教え合ったりすることに

よって,自分の考えが正しいのか，しっかり定着し

ているか,などを確かめられていると思う． 

・ 友達だからこそ,わからない所をわかるまできくこ

とができた． 

・ 授業中に友達と答えを確認したり,考えを共有した

りする時間は,より意欲的に取り組めた． 

(3) その他 

・ 動くスライドは動き方がわかって,理解しやすかっ

た． 

・ 黒板丸写しじゃないスタイルは理にかなっている 

・ サイコロで当たるのがよかった．順番でくるよりも

面白い． 

 

 



 

２－④－４ 

５．定期考査の結果考察 

1 年次数学Ⅰと数学Ａの１学期（少人数授業）と２学

期（習熟度別授業基礎クラス）の定期考査の結果から,

今年度の指導法の効果について考察する． 

(1) １学期少人数授業における結果考察 

１学期は２クラス３展開の少人数授業が行われた．担

当講座と担当外講座の平均点,標準偏差,最高点,最低点

は以下の通りとなった． 

数学Ⅰ １学期中間

平均点 標準偏差 最高点 最低点

担当(1講座） 52.9 16.7 90 30

担当外(11講座) 47.9 14.3 89 14  

数学A １学期中間

平均点 標準偏差 最高点 最低点

担当(1講座） 62.5 20.0 89 9

担当外(11講座) 53.9 16.3 93 12  

数学Ⅰ １学期期末

平均点 標準偏差 最高点 最低点

担当(1講座） 76.7 9.8 92 60

担当外(11講座) 73.2 12.3 100 28  

数学A １学期期末

平均点 標準偏差 最高点 最低点

担当(1講座） 72.6 8.5 88 57

担当外(11講座) 65.1 17.1 99 16  

１学期はすべての考査で,数学Ⅰも数学Ａも担当講座

の平均点は担当外講座の平均点よりも高い結果が出た．

また,１学期中間考査の段階では標準偏差は担当講座の

方が大きく,得点のばらつきが大きかったが，１学期期

末考査では標準偏差が小さく，得点のばらつきが小さく

なった．とくに着目すべきところが最低点で, 担当講座

の生徒で極端に得点が取れない生徒がいなくなったと

ころである.これはふりかえりシートで理解が深まった

ことと,アクティブラーニングで教え合いがおこった効

果であると考えられる．  

(2) ２学期習熟度授業における結果考察 

２学期は２クラス３展開の習熟度授業が行われ,選抜

クラス４講座,基礎クラス８講座が開かれた．基礎クラ

スについての担当講座と担当外講座の平均点,標準偏差,

最高点,最低点は以下の通りとなった． 

数学Ⅰ基礎クラス ２学期中間

平均点 標準偏差 最高点 最低点

担当(1講座） 45.5 9.1 63 22

担当外(7講座) 37.4 12.0 72 8  

数学A基礎クラス ２学期中間

平均点 標準偏差 最高点 最低点

担当(1講座） 51.7 12.5 74 21

担当外(7講座) 44.9 12.6 76 18  

数学Ⅰ基礎クラス ２学期期末

平均点 標準偏差 最高点 最低点

担当(1講座） 59.7 12.5 81 33

担当外(7講座) 58.7 12.3 92 21  

数学A基礎クラス ２学期期末

平均点 標準偏差 最高点 最低点

担当(1講座） 66.8 11.9 89 33

担当外(7講座) 61.0 13.2 92 20  

メンバーが入れ替わった２学期でも,すべての考査で,

数学Ⅰと数学Ａの担当講座の平均点は担当外講座の平

均点よりも高い結果が出た．標準偏差については,大き

な差がみられない考査もあったが,標準偏差が小さく，

得点のばらつきが小さかった考査もあった．また１学期

と同様に最低点も高かった． 

 

６．研究のまとめと今後の課題 

プレゼンテーションソフトを利用し,ふりかえりシー

トを活用した主体的な学びを促す指導法を実施するこ

とで,以下のような生徒の数学の授業に対する意識の変

化や効果がみられたと考える． 

①ふりかえりシートの活用によって,「先生の言ったこ

とのうち大切だと思うことをノートに取る」「自分が

大切だと思うことを自分の言葉でまとめる」というこ

とが必要であるという意識が高まった．それによって, 

理解が深まり，解答を書き上げる力がつき,その効果

が考査の得点にも現れた．  

②アクティブラーニングを取り入れて主体的な学びを

促すことによって, 「誰かと一緒に問題を解く」「わ

からない問題をクラスメイトに質問する」ということ

が必要であるという意識が高まった．それによって, 

理解が深まり，解答を説明する力がつき,その効果が

考査の得点にも現れた．  

今後は効率化をよくするために,classiNOTE を活用

してふりかえりシートや課題をデジタル化して提出さ

せると,理解度はどう変化するかを考察したいと考える． 
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